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第２回大和市福祉有償運送運営協議会 会議録 

■日 時：平成 24 年 2 月 24 日（金） 午後 1 時 30 分から 2 時 30 分 

■場 所：大和市保健福祉センター5 階 501 会議室 

■参加者数  18 名 

出席委員   10 名 

永井圭子（会長）、居垣章子（職務代理）、石原啓子、二見保彦、大滝信一、小磯誠、 

松園フミ子、石井孝雄、金守孝次、 

表決書による出席：遠藤恭弘 

欠席委員  1 名 八橋 晟                （敬称略、名簿順） 

 

事 務 局    6 名 

健康福祉総務課：金子、菊地原、斎藤、山本、鈴木 

神奈川県地域保健福祉課 小泉 

 

申請者（団体） 2 名 

安田、東谷（NPO 法人 はあとけあ） 

                                           

１．開 会 

２．会長あいさつ 

３．議 事 

＜協議事項＞ 

（１）特定非営利活動法人  はあとけあ（登録申請）について 

○特定非営利活動法人 はあとけあ の安田氏より、法人の概要について説明が行われた。 

・ 訪問介護事業を開始した当初、特定非営利活動法人（NPO 法人）として実施しようとし

ていたが、NPO 法が普及していなかったため株式会社の形態をとった。あわせて、居宅

介護支援事業を始めた。その後、新規に「NPO 法人はあとけあ」を立ち上げ、「訪問介

護事業所はあとふる」と「NPO 法人はあとけあ」は実質一体のものとして活動してきた。 

・ 昨年の 3 月に事業所のケアマネージャーが退職し、替わりの職員を確保できなかった

ため、居宅介護事業所は閉鎖した。 

・ 「NPO 法人はあとけあ」の活動について、横浜市にある関内地区の社協の会長が協力を

してくれ、その方の紹介により、財団法人神奈川県中小企業振興財団からの支援を受

け「電話介護相談サービス」を担ってきた。 

・ 訪問介護事業所として相談を受けている中で、輸送に係る相談があるが、資格なくサ

ービスを提供することができないため、タクシーを案内していたが、こうした声にお

答えしたいという想いがずっとあった。 

・ 新たに運転に長けた職員を採用したことで、積極的に利用者の声に応えていく想いを

具体化させるため、本日の申請につながっている。 
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○事務局より、「資料１：大和市福祉有償運送運営協議会 協議事項」「資料２：自家用有

償旅客運送の登録申請に係る協議事項比較一覧」「資料３：特定非営利活動法人はあとけ

あ 料金体系一覧表」に基づき説明。 

 

（主な意見） 

委員：利用者の身分はどのような形態をとるか。たんぽぽでは、利用者に、入会費をもら

い会員になってもらうが、「はあとけあ」ではどうする予定か。 

申請者：利用者には、会員になっていただくため、入会してもらいサービスを提供する予

定である。入会にあたっては、入会費をいただくが、年会費はとらない。 

委員：資料３の料金体系を見ると、迎車回送料金が他の事業所と比較すると高いという印

象がある。 

事務局：市内の他の事業所では、3ｋｍ未満は無料で、3～5ｋｍまで 250 円という事業所な

どもある。そうした中で、「はあとけあ」として、申請していただいた金額を設定さ

れている。 

申請者：現時点における利用者は、ほとんどの方が 1キロ以内のところに居住されており、

迎車料金はかからないと考えている。 

委員：たんぽぽは 2ｋｍを超えることがあるのか。団体ごとに違いがあるのは問題かと感じ

ている。 

委員：たんぽぽ遠くても短くても 1 回 450 円をいただいている。それぞれの団体の考え方

があると思う。この料金はそうした範囲で考えられたことだと思うと、問題はない

と思う。 

委員：今後、1ｋｍ以上の利用者もでてくるかも知れない。そのときは、どうするか心配は

残る。 

 

 

【表決】 

 議決： 賛成 ：7 名（※遠藤委員からの表決書による承認も含む。） 

過半数の賛成が得られたため、議題１については、協議が整った。 

 

 

＜報告事項＞ 

（２）平成２３年度福祉有償運送実績について 

○事務局より、「資料４：平成２３年度福祉有償運送実績報告（4月～12 月分）」に基づき、

平成 23 年度の実績について説明。 

 

（主な説明内容） 

・ NPO 法人桜学園については、平成 23 年 10 月 9 日に登録有効期間の満了を理由として、

登録の抹消が行われたことが、国土交通省神奈川運輸支局長名で公示されたことを報告。 
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・ 昨年度の月平均の利用件数と今年度 12 月までの月平均の利用件数を比較すると、今年

度には増加傾向が見て取れる。特に大和市腎友会の月平均利用件数が増えている。 

 

  

（３）運営協議会の今後のスケジュールについて 

○事務局より、「資料５：今後のスケジュールについて」に基づき平成 24 年度のスケジュ

ールについて説明。 

 

（主な説明内容） 

・ 平成 24 年度は、委員の改選を迎える。また、年度末に大和市腎友会の登録更新のため

の協議を行うことを予定している。 

・ このほか、新規の申し込み等があった場合には、その都度運営協議会を開催したいと考

えているのでご協力をお願いしたい。 

 

 

４．その他 

・ 特になし 

 

５．閉 会 

 

 

（記録：健康福祉総務課 鈴木） 

 

 

 

 

 

 


